
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルブスプリングにより弾撥されたリテーナ上に２分割のバルブコッターを載置し、当
該バルブコッターをリテーナの中心孔とバルブステムに形成された環状溝部との間に嵌め
込むバルブコッター組立装置において、
　前記バルブスプリングの弾撥力に抗して前記リテーナを押し下げるリテーナ押圧用のヘ
ッド部、該ヘッド部の貫通孔内で軸方向に移動し得るように設けられ端部が複数分岐され
たコッター押え片を有するコッター加圧部、前記ヘッド部を駆動する第１駆動部、及び前
記コッター加圧部を駆動する第２駆動部を有するバルブコッター取付け手段と、
　前記コッター押え片相互間に位置するように設けられ前記バルブコッター取付け手段に
より取付けられた各バルブコッターに当接して上下変位する複数の測定子、及び当該測定
子の上下位置を測定する測定手段を有するバルブコッター検査手段と、
を有し、
　前記コッター押え片と測定子は、前記リテーナに対するコッター嵌め込み時に、両者の
端部が同一軸直角平面上で環状に位置する構成とし、前記各バルブコッターの装着状態検
査時には、前記嵌め込みを行う当初の状態から再下降し前記ヘッド部を前記リテーナに当
接した状態で前記測定子のみを下降し前記各バルブコッターに当接させるようにしたこと
を特徴とするバルブコッターの組立検査装置。
【請求項２】
　前記第１駆動部とヘッド部との連結は、前記第１駆動部がヘッド部を下降するとき、当
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該ヘッド部が前記リテーナに当接すると第１駆動部の駆動力がヘッド部に一時的に伝達さ
れず、前記第１駆動部がヘッド部を上昇するとき、当該ヘッド部がリテーナ上に一時的に
残されたまま所定距離第１駆動部のみが上昇するようなフローティング支持構造としたこ
とを特徴とする請求項１に記載のバルブコッターの組立検査装置。
【請求項３】
　前記測定手段は、前記フローティング支持構造とされた前記第１駆動部とヘッド部との
間の離間状態を検知する検知部材を有することを特徴とする請求項２に記載のバルブコッ
ターの組立検査装置。
【請求項４】
　前記測定子は、前記コッター押え片と共同して前記バルブコッターを環状溝部に嵌め込
んだ後、当該バルブコッターの装着状態をチェックするように前記コッター押え片より突
出し該バルブコッターの端面と当接するようにしたことを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載のバルブコッターの組立検査装置。
【請求項５】
　前記バルブコッター検査手段は、上端が前記コッター押え片内に設けられ下端が前記バ
ルブコッターをリテーナに嵌め込み易い姿勢とするガイド部材を備えたコッターガイドと
、常時は当該コッターガイドと同軸上に位置し、前記複数の測定子の内、少なくとも１つ
が他の測定子と高さ位置が相違するとき位置変位するように前記測定子の端面上に載置さ
れた鋼球と、前記鋼球上に載置された伝達シャフトとを有し、前記測定手段が、前記測定
子とコッターの上面が接触した時点におけるコッターの上面から前記伝達シャフトの上端
位置までの高さを測定した値により前記バルブコッターの装着状態を検査するようにした
ことを特徴とする請求項１～ のいずれかに記載のバルブコッターの組立検査装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、エンジンの動弁機構におけるバルブステムにリテーナを取付けるために使用さ
れるバルブコッター（以下単にコッター）の組立と検査を行う組立検査装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、エンジンの動弁機構に使用されるバルブＶは、図１２に示すように、シリンダヘ
ッド１より突出されたバルブステム２の頂部にリテーナ３が取付けられている。このリテ
ーナ３とシリンダヘッド１との間には、シリンダヘッド１の吸気孔あるいは排気孔５を常
閉するようにバルブスプリング４が設けられているが、リテーナ３は、バルブステム２と
の間に介装されたコッター６により取付けられている。
【０００３】
このコッター６は、円筒体を２分割したもので、内周面側にはバルブステム２の頂部に形
成された環状溝部７に嵌合する凸部６ａを有し、外周面側はリテーナ中心孔３ａのテーパ
状内周面に対応するテーパ面６ｂを有している。
【０００４】
コッター６の嵌め込みは、リテーナ３の上に２分割されたコッター６を載置した状態で、
バルブスプリング４の弾撥力に抗してリテーナ３を押し下げ、上方からコッター６の上端
面６ｃを加圧して環状溝部７に嵌め込んだ後、この押圧力を解放し、バルブスプリング４
によりリテーナ中心孔３ａのテーパ状内周面にコッター６のテーパ面６ｂを当接させると
いう方法が多用されている。
【０００５】
具体例としては、空気圧作動のコッター押えによりコッターを加圧して環状溝部に押し込
むようにしたコッター圧入装置（特公平５－２０２２１号公報参照）や、コッター押えを
ばね力により作動し、コッターを環状溝部に押し込むようにしたコッター組付装置（特開
平６－３２０４４１号公報参照）等がある。
【０００６】
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このようにして嵌め込まれた両コッターは、次工程で、バルブステムの正規の位置に所定
の状態で取付けられているか否か検査される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、コッターの嵌め込み作業と検査を、それぞれ別工程で行うと、流れ作業でエン
ジンを組み立てる場合には、作業工程が増えることから作業能率が低下し、作業の迅速性
に欠け、嵌め込み作業と検査作業にそれぞれ別の装置や人員も必要となり、作業スペース
、コスト的にも不利となる。
【０００８】
特に、２分割されたコッターを両者同時に押圧して組み立てる場合には、必然的にコッタ
ー押えは、円環状でなければならず、その周囲に、リテーナをバルブスプリングの弾撥力
に抗して押し下げるための組付ヘッドや、コッター嵌め込み状態を検査する検査装置を配
置すれば、装置構成が複雑になり、コッターの嵌め込み作業自体に悪影響を及ぼすという
問題もある。
【０００９】
しかも、最近では、１気筒に複数のバルブが使用されるようになっており、前記コッター
の嵌め込み作業を複数の各バルブに対し行えば、前述の不具合は更に助長されることにな
る。
【００１０】
本発明は、上記した従来技術のもつ課題を解決するためになされたもので、コッターの嵌
め込み作業と検査を行うことができ、組付ヘッド部分の構成も簡素化されたコッターの組
立検査装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明の目的は、下記する手段により達成される。
【００１２】
　（１）　バルブスプリングにより弾撥されたリテーナ上に２分割のバルブコッターを載
置し、当該バルブコッターをリテーナの中心孔とバルブステムに形成された環状溝部との
間に嵌め込むバルブコッター組立装置において、
　前記バルブスプリングの弾撥力に抗して前記リテーナを押し下げるリテーナ押圧用のヘ
ッド部、該ヘッド部の貫通孔内で軸方向に移動し得るように設けられ端部が複数分岐され
たコッター押え片を有するコッター加圧部、前記ヘッド部を駆動する第１駆動部、及び前
記コッター加圧部を駆動する第２駆動部を有するバルブコッター取付け手段と、
　前記コッター押え片相互間に位置するように設けられ前記バルブコッター取付け手段に
より取付けられた各バルブコッターに当接して上下変位する複数の測定子、及び当該測定
子の上下位置を測定する測定手段を有するバルブコッター検査手段と、
を有し、
　前記コッター押え片と測定子は、前記リテーナに対するコッター嵌め込み時に、両者の
端部が同一軸直角平面上で環状に位置する構成とし、

ことを特
徴とするバルブコッターの組立検査装置。
【００１３】
（２）前記第１駆動部とヘッド部との連結は、前記第１駆動部がヘッド部を下降するとき
、当該ヘッド部が前記リテーナに当接すると第１駆動部の駆動力が一時的にヘッド部に伝
達されず、前記第１駆動部がヘッド部を上昇するとき、当該ヘッド部がリテーナ上に一時
的に残されたまま所定距離第１駆動部のみが上昇するようなフローティング支持構造とし
たことを特徴とするコッターの組立検査装置。
【００１４】
（３）前記測定手段は、前記フローティング支持構造とされた前記第１駆動部とヘッド部
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前記各バルブコッターの装着状態検
査時には、前記嵌め込みを行う当初の状態から再下降し前記ヘッド部を前記リテーナに当
接した状態で前記測定子を下降し前記各バルブコッターに当接させるようにした



との間の離間状態を検知する検知部材を有することを特徴とするコッターの組立検査装置
。
【００１６】
　　 前記測定子は、前記コッター押え片と共同して前記コッターを環状溝部に嵌め
込んだ後、当該コッターの装着状態をチェックするように前記コッター押え片より突出し
該コッターの端面と当接するようにしたことを特徴とするコッターの組立検査装置。
【００１７】
　　

ことを特徴とするコッターの組立検査装置。
【００１９】
【発明の効果】
　請求項１に記載の発明では、コッター組立装置に、コッターの装着状態をチェックする
コッター検査手段を設けたので、コッターの装着と、その装着状態のチェックを１つの装
置で行うことができ、コッター取付けからチェック完了までの一連の作業が迅速で確実な
ものとなり、作業性が向上する。

【００２０】
請求項２に記載の発明では、第１駆動部とヘッド部との連結をフローティング支持構造と
したので、コッターの装着と装着状態のチェックが相互に影響し合うことなく、独立に行
うことができ、両機能を損なうこともなく、しかもコッター装着チェックも確実で正確な
ものとなり、チェックの誤判定も防止できる。
【００２１】
請求項３に記載の発明では、コッターとリテーナが正常に嵌合されていても、バルブステ
ムに対する位置が好ましくなければ、フローティング支持構造の第１駆動部とヘッド部と
の間が離間状態となる点を利用し、この離間状態を検知部材により検知するようにしたの
で、コッター及びリテーナの取付位置不良を簡単に検知できる。
【００２３】
　請求項 に記載の発明では、コッター押え片と測定子の両者が共同して嵌め込み作業を
行った後、測定子がコッター押え片より突出し、コッターの端面と当接し、コッターの装
着状態をチェックするようにしたので、測定子が一時的にコッター押え片の機能を兼ねる
ことができ、装置構成が簡素化し、コッターの装着性がより確実で円滑なものとなり、さ
らに、コッターの装着後は当該測定子が直下のコッターをチェックするので、チェックも
容易で迅速となり、バルブ組付け作業性が向上する。
【００２４】
　請求項 に記載の発明では、コッターガイドと同軸上に鋼球を位置し、複数の測定子の
内、少なくとも１つでも位置変位すると、直ちに鋼球が変位してこれを検知し、伝達シャ
フトに伝達するようにしたので、装置全体がコンパクトになり、また、測定手段は伝達シ
ャフトの高さ位置を検知するのみでコッターの装着状態を検査できることになり、作業性
が向上する。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、添付した図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。
【００２７】
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（５）前記バルブコッター検査手段は、上端が前記コッター押え片内に設けられ下端
が前記バルブコッターをリテーナに嵌め込み易い姿勢とするガイド部材を備えたコッター
ガイドと、常時は当該コッターガイドと同軸上に位置し、前記複数の測定子の内、少なく
とも１つが他の測定子と高さ位置が相違するとき位置変位するように前記測定子の端面上
に載置された鋼球と、前記鋼球上に載置された伝達シャフトとを有し、前記測定手段が、
前記測定子とコッターの上面が接触した時点におけるコッターの上面から前記伝達シャフ
トの上端位置までの高さを測定した値により前記バルブコッターの装着状態を検査するよ
うにした

また、コッター嵌め込み時にコッター押え片と測定子の
両者の端部が同一軸直角平面上で環状に位置したので、両者が共同して嵌め込み作業を行
い、組付ヘッド部分の構成も簡素化され、装置の取り扱いが容易となる。

４

５



図１は本発明に係る実施形態を示す縦断面図である。以下、図１２に示す部材と共通する
部材には同一符号を使用する。
【００２８】
図１において、本実施形態に係るコッターの組立検査装置は、大別すれば、２分割された
コッター６をリテーナ３とバルブステム２との間に嵌め込むコッター取付け手段１０と、
嵌め込んだ後のコッター６の状態をチェックするコッター検査手段４０とを有している。
【００２９】
更に個々の手段を詳述する。前記コッター取付け手段１０は、リテーナ押圧用のヘッド部
１３、該ヘッド部１３内に設けられたコッター加圧部２０、前記ヘッド部１３を駆動する
第１駆動部Ｄ 1、及び前記コッター加圧部２０を駆動する第２駆動部Ｄ 2を有している。
【００３０】
第１駆動部Ｄ 1は、駆動源であるエアーシリンダＣ 1と、このエアーシリンダＣ 1により支
柱１１に沿って上下に昇降する断面Ｌ字状のスライドプレート１２とを有している。
【００３１】
このスライドプレート１２による前記ヘッド部１３の支持は、フローティング支持構造と
なっている。フローティング支持構造とは、ヘッド部１３がスライドプレート１２と固く
連結されず、自由に昇降するように支持されていることをいい、具体的には、スライドプ
レート１２に固着されたボスプレート１４よりボルトなどの支持軸１５を垂下し、これを
リテーナ押圧用のヘッド部１３の上部ヘッド部材１６に開設された通孔Ｏ 1に挿通し、支
持軸１５の頭部１５ａによりリテーナ押圧用のヘッド部１３を支持する構成となっている
。
【００３２】
このように第１駆動部Ｄ 1とヘッド部１３をフローティング支持の連結構造とすれば、第
１駆動部Ｄ 1がヘッド部１ 3を下降するとき、当該ヘッド部１ 3がリテーナ３に当接すると
第１駆動部Ｄ 1の駆動力が一時的にヘッド部１３に伝達されず、第１駆動部Ｄ 1がヘッド部
１３を上昇するとき、ヘッド部１３がリテーナ３上に一時的に残されたまま所定距離第１
駆動部Ｄ 1のみが上昇することになり、コッター６の装着と装着状態のチェックを行う場
合に、装着作業とチェック作業が互に影響し合うことなく、独立に行うことができ、利便
性が向上し、チェックも正確にできる。
【００３３】
前記コッター取付け手段１０は、バルブスプリング４の弾撥力に抗してリテーナ３を押し
下げるヘッド部１３と、リテーナ３の下降時にコッター６を、リテーナ３とバルブステム
２との間に嵌め込むコッター加圧部２０とを有している。
【００３４】
前記ヘッド部１３は、上部ヘッド部材１６と下部ヘッド部材１７とから構成されているが
、この下部ヘッド部材１７は、下端にリテーナ３を保持する凹部１８が形成され、頂部が
前記上部ヘッド部材１６にねじ込み結合あるいはボルト連結されている。
【００３５】
このヘッド部１３は、上部ヘッド部材１６の上端から下部ヘッド部材１７の下端までヘッ
ド部１３の軸線に沿って貫通孔１９が形成されているが、この貫通孔１９は、上部が大径
貫通孔１９ａ、下部が小径貫通孔１９ｂとされている。
【００３６】
この大径貫通孔１９ａ内には、第２駆動部Ｄ 2が設けられ、小径貫通孔１９ｂ内には、後
に詳述するコッター加圧部２０及び測定子４１等が摺動可能に設けられている。
【００３７】
前記第２駆動部Ｄ 2は、主としてコッター加圧部２０を作動させるもので、空気圧作動の
ピストン２１と、このピストン２１を大径貫通孔１９ａ内で軸方向に作動するための空気
圧を吸排する配管２２とから構成されている。
【００３８】
図２は図１の要部を示す分解斜視図、図３は図１の３－３線に沿う拡大断面図である。
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【００３９】
図２において、コッター加圧部２０は、ピストン２１と螺合されるねじ部２４と、前記大
径貫通孔１９ａの内周面に沿って摺動し得るように設けられたフランジ部２５と、このフ
ランジ部２５から軸方向に伸延された円筒部２６と、この円筒部２６と一体でかつ軸方向
に伸延し、相互がＴ字状スロット２７を介して環状に配置された３本のコッター押え片２
８とから構成され、これらコッター押え片２８の下端は、全て同一の軸直角平面上に位置
している。
【００４０】
なお、このコッター押え片２８の本数は、後述の測定子４１の本数にも関係するが、前記
３本のみでなく更に多数であってもよい。
【００４１】
前記コッター押え片２８の各Ｔ字状スロット２７内には、コッター検査手段４０が設けら
れている。コッター検査手段４０は、各コッター６に当接して上下変位する測定子４１と
、この測定子４１の状態を外部に伝達する伝達部材５１と、この伝達部材５１の上端位置
を測定する測定手段６０（図１参照）とを有している。
【００４２】
測定子４１は、組付けられた後のコッター６の組付け状態をチェックするものであり、前
記コッター押え片２８の各Ｔ字状スロット２７内に、当該コッター押え片２８と外側面が
面一でかつ軸方向に移動可能である。
【００４３】
各測定子４１は、頭部４２とコッター当接部４３とから構成されているが、頭部４２は、
軸方向長さＬ 1が前記Ｔ字状スロット２７の頭部２７ａの軸方向長さＬ 2より短くなるよう
に構成され、これによりスロット２７内で軸方向に移動可能とされている。
【００４４】
特に、本実施形態では、各測定子４１は、頭部４２の端面がＴ字状スロット２７の頭部２
７ａの上端に当接したとき、つまり最上位に位置したとき、下端が、コッター押え片２８
の下端と同一軸直角平面上に隙間なく環状に位置している。
【００４５】
これにより当該コッター押え片２８と測定子４１が、図３に示すように、円環状のコッタ
ー押えを構成し、両者共同して２つのコッター６を円滑にかつ確実に加圧し、リテーナ３
に押し込むことができる。
【００４６】
なお、コッター押え片２８と測定子４１とは、相互間に隙間が存在しないことが好ましい
が、押し込み作業に影響しない程度であれば、多少の隙間は存在していてもよい。
【００４７】
また、３つの測定子４１が相互に独立して軸方向のみに移動するように、径方向の移動が
規制されている。この径方向移動における内方側への移動は、測定子４１の上部に内装さ
れた円筒規制体４４と、下部に内装されたコッターガイド４５端部の大径端部４６とによ
り規制され、また外方側への移動は、下部ヘッド部材１７の小径貫通孔１９ｂ内周面によ
り規制されることになる。
【００４８】
また、前記円筒規制体４４の位置を測定子４１の上部に、コッターガイド４５の大径端部
４６の位置を測定子４１の下部に位置させるためのばね４７が円筒規制体４４と大径端部
４６との間に介装されている。
【００４９】
さらに、コッター押え片２８の下部には、半径方向内方に突起４８が突出され、ここに大
径端部４６が係合し、コッターガイド４５の突出規制と脱落を防止している。これにより
コッターガイド４５は下方に向かって突出し、測定子４１はコッター押え片２８内で上方
に向かって付勢され、前記測定子４１の軸方向移動をより確実に規制することになる。
【００５０】
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なお、前記コッターガイド４５は、シャフト４９の下端にコッター６をガイドする截頭円
錐台状のガイド部材５０が設けられているが、このガイド部材５０は、円筒状としてもよ
い。
【００５１】
前記伝達部材５１は、伝達シャフト５２と、前記測定子４１の上端に載置された鋼球Ｂと
から構成されている。伝達シャフト５２は、前記ピストン２１の上端に一体的に形成され
たスリーブ２３と、当該ピストン２１内に形成された中心孔Ｏ 2を通って設けられている
が、上端はスリーブ２３の外部まで突出され、下端は鋼球Ｂ上に自重で常接している。
【００５２】
前記鋼球Ｂは、測定子４１の端部において各測定子４１の変位状態を確実に伝達部材５１
に伝達するためのもので、測定子４１の各頭部４２の端面４２ａが全体として略擂鉢状の
凹部に形成され、コッター６の装着状態が正常な場合はこの凹部の中央に位置している。
【００５３】
これにより測定子４１の変位状態は、鋼球Ｂを介して伝達シャフト５２の上下変位として
伝達され、この伝達シャフト５２の上下位置を測定手段６０で測定すれば、コッター６の
装着状態の良否がチェックできる。
【００５４】
例えば、コッター６の１つが装着不良であれば、当該コッター６に当接している測定子４
１と、他の測定子４１の高さ位置が相違するので、これにより鋼球Ｂは正常な状態よりず
れ、この位置ずれが前記伝達シャフト５２に伝わり、この伝達シャフト５２の上端Ｐの位
置を測定手段６０により測定すれば、コッター６の装着異常が分かる。
【００５５】
前記測定手段６０は、下端が前記上部ヘッド部材１６の側部に固着され、上端が水平板と
されたブラケット６２と、このブラケット６２の上部に載置された測定機器６３と、前記
ブラケット６２に取付けられたアクチュエータ６４と、このアクチュエータ６４により上
下動される可動板６５とを有している。
【００５６】
なお、可動板６５は、測定機器６３の突出部材６６と連結され、伝達シャフト５２に当接
した時の上下位置が測定機器６３により測定される。
【００５７】
次に、本実施形態の作用を図４～７により説明する。
《コッターの仮置き》
図４はコッター仮置き状態を示す断面図である。コッターの組立検査装置は、第１駆動部
Ｄ 1によりスライドプレート１２を上昇位置とし、ヘッド部１３も第２駆動部Ｄ 2によって
上昇した待機状態とする。
【００５８】
ヘッド部１３は、スライドプレート１２より垂下した状態となり、測定子４１は、ばね４
７によりコッター加圧部２０内でスロット２７の上端に当接した状態、測定子４１とコッ
ター加圧部２０の端面は、平坦で相互間に隙間のない環状状態となる。なお、ガイド部材
５０は、ばね４７により弾撥されて突起４８に当接した状態である。
【００５９】
一方、バルブＶ側は、予めシリンダヘッド１から突出した状態としたバルブステム２に、
図４に示すように、バルブスプリング４を装着し、このバルブスプリング４上にリテーナ
３を仮置きし、このリテーナ３の中心孔３ａに２つのコッター６をセットする。
《コッター加圧開始》
このようにコッター６を仮置き設置した後、シリンダヘッド１を所定の姿勢に固定し、コ
ッター６の加圧を開始する。
【００６０】
図５はコッター加圧開始直前状態を示す断面図である。まず、図５の矢印で示すように、
第１駆動部Ｄ 1によりスライドプレート１２を下降させると、ヘッド部１３は、スライド
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プレート１２とともに下降し、突起４８に当接した状態のコッターガイド４５がバルブス
テム２の頂端に当接する。
【００６１】
第１駆動部Ｄ 1をさらに駆動し、スライドプレート１２を下降すると、下部ヘッド部材１
７の凹部１８がリテ―ナ３の上面に接触し、バルブスプリング４のばね力に抗してリテ―
ナ３を押し下げる。これによりコッター６は、リテ―ナ３より突出したコッター加圧開始
状態となる。
《コッターの加圧》
図６はコッター加圧状態を示す断面図である。前記コッターの加圧開始状態からさらにス
ライドプレート１２を下降させると、図６に示すように、下部ヘッド部材１７がバルブス
プリング４の反力に抗してリテ―ナ３を所定のコッター組付位置まで押し下げる。
【００６２】
リテーナ３の下降によりコッター６は、下降してきたコッターガイド４５のガイド部材５
０によりバルブステム２の外径程度に押し広げられ、ガイド部材５０、バルブステム２の
外周面及び下部ヘッド部材１７の凹部１８にガイドされて正しい姿勢を保ちながらリテ―
ナ３の下降に伴って自重で下降する。
【００６３】
リテーナ３が所定位置まで押し下げられた後、第２駆動部Ｄ 2によりコッター加圧部２０
を下降すると、コッター押え片２８も下降し、測定子４１とともに２つのコッター６を同
時に加圧し、当該コッター６の凸部６ａがバルブＶの溝部７に嵌合するまでコッター６を
押込む。
【００６４】
　本実施形態では、この時点のコッター押え片２８と測定子４１とは、ばね４７により円
筒規制体４４及び ４６が弾撥され、コッター加圧部２０内で軸方向所定位置に保
持されているので、両者略一体化され、下端面形状が環状に保たれる。したがって、この
コッター加圧部２０によりコッター６を加圧することができ、２つ割りコッター６でも姿
勢を崩すことなく、加圧できる。
【００６５】
したがって、リテ―ナ３の上昇に伴いリテーナ中心孔３ａのテーパ状内周面にコッター６
のテーパ面６ｂが当接し、バルブステム２の溝部７とコッター６の凸部６ａがきっちりと
嵌合し、コッター６がバルブＶに組付けられる。
【００６６】
そして、さらに第１駆動部Ｄ 1や第２駆動部Ｄ 2を駆動すると、下部ヘッド部材１７及びガ
イド部材５０がバルブステム２から離間し元の状態になる。
《組付け状態のチェック》
次に、コッター６の組付け状態をチェックする。チェックは、基本的には図４に示す状態
である元の状態まで第 1及び第２駆動部Ｄ 1，Ｄ 2を戻した状態で行う。ただし、場合によ
っては第２駆動部Ｄ 2を戻さなくてもよい。つまり、一度でコッター６を所定位置まで押
し込むことができない場合は、コッター加圧部２０を駆動する第２駆動部Ｄ 2のスリーブ
２３の上端高さを検知する。これによりコッターの装着状態の詳細は検査できなくても、
その概略は分かるので、この時点で再度コッター６を押込む動作を行い、これにより不良
品の発生を未然に防止できる。
【００６７】
図８は同実施形態の組付けチェック直前状態を示す断面図である。基本的なチェックは、
まず、第 1駆動部Ｄ 1を動作し、スライドプレート１２を所定のチェック位置まで下降する
。この時、コッター加圧部２０は、第２駆動部Ｄ 2の作動によって下降限とする。なお、
この時点の測定子４１とコッター加圧部２０は、測定子４１がばね４７により上方に押し
上げられ、端面が平坦な環状をした状態である。
【００６８】
この状態から前記第 1駆動部Ｄ 1を作動し、スライドプレート１２を下降させると、図８に
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示すように、スライドプレート１２の下降中に下部ヘッド部材１７がリテーナ３上面に接
触する。前述したようにヘッド部１３とスライドプレート１２とはフローティング構造で
あるため、下部ヘッド部材１７は、スライドプレート１２とは独立に作動し、リテ―ナ３
上面に載っている状態となる。
【００６９】
この時点では、コッター加圧部２０とコッター６の間には隙間が存在しており、コッター
加圧部２０に収まっている測定子４１もまだコッター６と接触していない。
【００７０】
ここで、測定手段６０を作動する。まず、アクチュエータ６４を作動し、可動板６５を介
して伝達シャフト５２をばね４７の反カに抗して下方に押込む。この伝達シャフト５２は
、鋼球Ｂを介して測定子４１を下降させ、測定子４１がコッター加圧部２０より下方に移
動し、コッター６上面に接触する。
【００７１】
この測定子４１とコッター６の上面が接触した時点において、測定機器６３を作動し、コ
ッター６の上面６ａから伝達シャフト５２の上端位置Ｐまでの高さＨを測定する。この高
さＨが所定値であれば、コッター６は正常に取付けられていることになる。
《チェック例１》
図９～１１は異常コッターのチェック状態を示す断面図であり、図９は一方が欠けたコッ
ターのチェック状態を示している。図９に示すように、コッター６の一方が欠けるかある
いは正規の位置に存在しない場合には、測定手段６０の作動により伝達シャフト５２を介
して測定子４１を下降させても、３つある測定子４１のいずれか１つがコッター６に接し
ないことになるので、伝達シャフト５２の下方への押し込み時に鋼球Ｂの位置が、中心以
外の位置にずれることになる。この結果、測定手段６０により測定される伝達シャフト５
２の高さは、正規な高さＨより小さくなり、異常が分かる。
《チェック例２》
図１０は一方が浮いたコッターのチェック状態を示している。図１０に示すように、コッ
ター６の一方が浮いた状態の場合には、鋼球Ｂが３つある測定子４１のいずれか１つの端
面４２ａにより斜め上方に押し上げられることになり、正規の中心位置からずれることに
なる。この結果、測定手段６０により測定される伝達シャフト５２の高さは、正規な高さ
Ｈより大きくなり、異常が分かる。
《チェック例３》
図１１は、コッターとリテーナの相対的位置が正常であるが、コッターの取付位置が異常
な場合のチェック状態であり、（Ａ）図はコッターが正常な状態を、（Ｂ）図はコッター
が異常な状態を示している。
【００７２】
図１１（Ｂ）に示すように、両コッター６がリテーナ３に正常に嵌合されているにも拘わ
らず、正常な状態の図１１（Ａ）に示すものに比し両コッター６がバルブステム２の環状
溝部７に対しずれた取付位置、つまり、「ｈ」だけ上方にずれた取付位置にある場合には
、前記測定子４１のみによる測定では、前記ずれ量ｈは、ボスプレート１４の下面と上部
ヘッド部材１６の上面との間の隙間により吸収されることもあり、測定子４１は、必ずし
も両コッター６が異常であることを示すとは限らない。
【００７３】
このため、本実施形態の測定手段６０は、図１１（Ｂ）に示すように、前記上部ヘッド部
材１６の側面より例えば、近接スイッチ等の検知部材６７を垂下し、この検知部材６７に
より支持軸１５の頭部１５ａの位置、つまりスライドプレート１２に対する上部ヘッド部
材１６の位置が所定の距離が正常か否かを検知するようにしている。
【００７４】
このようにすれば、検知部材６７からの情報により、伝達シャフト５２の高さが正規な高
さＨであるか否かが分かるので、個々の測定子４１のみでなく測定子４１全体も正常な位
置であるか否かもチェックでき、測定手段６０によるコッター６の判別がより正確なもの
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となる。
【００７５】
このように本実施形態によれば、コッター６を組付けた直後に、この組付を行った装置を
用いて組付状態をチェックするので、作業スペース、コスト的にも有利となる。また、こ
のチェックも、コッター６の組付異常を伝達シャフト５２の高さに変換して直接検知する
かあるいはこれに上部ヘッド部材１６の位置情報までも加味して行うので、コッター６の
組付異常が極めて容易に判断でき、しかもこれを直ちにフィードバックできるので、異常
の修正が速やかで、不良品の発生を未然に防止できる。
【００７６】
特に、コッター加圧部２０と測定子４１は、組立時には両者共同して円環状となり、これ
によりコッターの組み付けを円滑で確実なものとし、チェック時には、３つの測定子４１
がコッター加圧部２０より突出してコッターの組付状態をチェックするので、コッター加
圧部２０及び測定子４１の周囲の装置構成は、極めて簡素で、コッターの嵌め込み作業自
体に悪影響を及ぼすこともない。
【００７７】
本発明は、上述した実施形態のみに限定されるものではなく、特許請求の範囲内で種々改
変使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る実施形態を示す縦断面図である。
【図２】　図１の要部を示す分解斜視図である。
【図３】　図１の３－３線に沿う拡大断面図である。
【図４】　前記実施形態のコッター仮置き状態を示す縦断面図である。
【図５】　コッター加圧事前状態を示す縦断面図である。
【図６】　コッター加圧状態を示す縦断面図である。
【図７】　コッター加圧後の戻し状態を示す縦断面図である。
【図８】　組付けチェックの直前状態を示す断面図である。
【図９】　一方が欠けた異常コッターのチェック状態を示す断面図である。
【図１０】　一方が浮いた異常コッターのチェック状態を示す断面図である。
【図１１】　取付位置が異常であるコッターのチェック状態を示す断面図である。
【図１２】　一般的なバルブを示す縦断面図である。
【符号の説明】
２…バルブステム、
３…リテーナ、
３ａ…リテーナの中心孔、
４…バルブスプリング、
６…コッター、
７…環状溝部、
１０…コッター取付け手段、
１３…ヘッド部、
１９…ヘッド部の貫通孔、
２０…コッター加圧部、
２１…ピストン、
２３…スリーブ、
２８…コッター押え片、
４０…コッター検査手段、
４ 1…測定子、
４５…コッターガイド、
５０…ガイド部材、
５２…伝達シャフト、
６０…測定手段、
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６７…近接スイッチ（検知部材）、
Ｂ…鋼球、
Ｄ 1…第１駆動部、
Ｄ 2…第２駆動部。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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